
和歌山県農林大学校は、学生に農産物市場のグローバル化に対応

し得る感覚や生産手法を習得させるため、平成20年より授業科目

にGAPを取り入れている。令和２年からその到達目標として、柿

でのグローバルGAP認証を取得、令和3年には、柿に加えてトマト

で同認証を取得している。

1年生は講義でGAPについての基本的な知識を学び、2年生は現

場で実践しながら手法を学び認証取得を目指すカリキュラムを受講

し、実践できる人材として育っている。さらに、2年生から1年生

への引継ぎも行うことで、継続体制を整えている。

また、グローバルGAP認証農産物（柿）を香港へ輸出している。

グローバルGAP認証、柿とトマトのダブル取得と学生への期待

和歌山県農林大学校

令和４年度
近畿地域未来につながる持続可能な農業推進コンクール

わかやまけん のうりんだいがっこう

和歌山県伊都郡かつらぎ町
主な取組

認定証授与 審査会の様子


